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塩化物溶融塩（LiCl-KCl 共晶塩）中に保持した酸素不純物を添加した Li-Pb を対極とし、ガラス状炭素電極

を作用極（アノード）として連続通電した。炭素電極より放出されたガスのガスクロマトグラフおよび四重

極質量分析計を用いた分析により、放出ガスが二酸化炭素であることを確認した。 

 

キーワード：液体増殖材、鉛リチウム、酸素不純物、電気化学 

 

1. 緒言 

液体増殖材として期待される鉛リチウム中の酸素不純物は、配管材料や機能性材料（トリチウム透過防止

コーティング、MHD圧損低減用の絶縁コーティング、トリチウムトラップ材料など）の劣化要因となる可能

性がある。これまでに塩化物溶融塩に接液させることで酸素不純物を溶融塩側に移行させ、さらに電気化学

的に除去できることを明らかにしてきた[1]。本研究では当該反応の生成ガス成分の直接確認と、その定量を

目的として実施した。 

 

2. 実験・研究手法および結果 

Ar 置換のグローブボックス内にて図 1 に示す電気化学体系を構築した。電解質は共晶組成の LiCl-KCl で

あり、その中にアルミナるつぼに収めた鉛リチウム共晶合金（Li17-Pb83）を浸漬した。鉛リチウム合金には

上部より直接酸化物不純物（PbO）を投入できる

構造となっている。作用極は φ3mmのガラス状炭

素（GLC、接液長さ約 20mm）であり、電極周囲

はアルミナ管により外部雰囲気と隔絶した状態

とした。この内部をアルゴンガスによりパージ

し、下流に設置したガス分析装置（四重極質量分

析装置およびガスクロマトグラフ）に導入して成

分の分析及び定量を実施した。 

溶融塩の温度を約 450℃とした状態で通電（電

極電位：2.55V vs. Li+/Li-Pb ）したところ、放出ガ

スの主成分は二酸化炭素であることを確認した。

PbO 投入に対する時間応答及び電流効率につい

ても併せて報告する。 
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図 1：装置の概略 
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